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Abstract Traffic accident is a common social problem in Japan. Although the number of accidents is one-half 
compared to the largest number ever recorded, it causes about 600 thousand injury or death every year. The main 
factor of traffic accidents is classified into roughly 3 types: Human Factor, Vehicle Factor and Environmental Factor. 
In geographical studies, analyzing Environmental Factor by utilizing Geographic Information System (GIS) is 
popular recently. In this article, I would like to introduce the point of usages of database based on an analysis of 
traffic accident with GIS. 
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２． 研究概要・対象地域	
 
本稿における分析は，静岡県浜松市を対象と

し，そこで発生する交通事故の類型と発生した地

区の土地利用との関係を明らかにすることを目的

とする．浜松市は南北に約７０㎞，面積約 1550
㎢の広大な市域面積を持ち，JR 浜松駅を中心とし

た中心市街地から，大規模工場が立ち並ぶ工業団

地，ラッキョウ，セルリーやみかんの栽培が盛ん

な農業地域，天龍美林と称される広大な森林地域

まで，多様な景観が広がっている． 
 
３． 使用するソフトウェア	
 
次に，分析にあたり使用するソフトウェアにつ

いて紹介する．使用する地理情報システムはフリ

ーGIS ソフトウェアの「QGIS 2.18」
（https://qgis.org/ja/site/）を利用する．地理情報シ

ステムでは，地図上のポイント（点），ライン

（線），ポリゴン（面）のデータを扱うことがで

きる．例として，ポリゴン上のポイントの数を計

算したり，ラインの長さを計算することができる

ほか，ラインまたはポリゴンに接する地物（ポイ

ント，ライン，ポリゴンなど）の抽出を行うこと

ができる． 

また，QGIS を用いて作成したデータを集約する

ために用いるデータベースソフトウェアは

Microsoft Access を用いた． 
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図 5	 道路交通事故による交通事故発生件数，死者数及び負傷者数の推移 
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URL  
https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/experimental_rd
cl/{z}/{x}/{y}.geojson 
{z},{x},{y} , X

Y  

図 6	 地理院タイル URL 例 

 

import urllib.request 

from urllib.error import URLError, HTTPError 

# URL  

base_url = "https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/experimental_rdcl/" 

ext = ".geojson" 

#  

zoom = 16 

# XY  

x1 = X  

y1 = Y  

# XY  

x2 = X  

y2 = Y  

#  

dir = "geojson_data//" 

# XY  

if x1 < x2: 

    x_begin = int(x1) 

    x_end = int(x2) 

else: 

    x_begin = int(x2) 

    x_end = int(x1) 

if y1 < y2: 

    y_begin = int(y1) 

    y_end = int(y2) 

else: 

    y_begin = int(y2) 

    y_end = int(y1) 

x = x_begin 

y = y_begin 

#  

print(" ") 

while y <= y_end: 

    while x <= x_end: 

        filename = str(x) + "_" + str(y) + ext 

        url = base_url + str(zoom) + "/" + str(x) + "/" + str(y) + ext 

        print(" ..." + url) 

        try: 

            urllib.request.urlretrieve(url, dir + filename) 

        except HTTPError as e: 

            print(' ') 

            print(' : ', e.code) 

            print(' ') 

        except URLError as e: 

            print(' ') 

            print('Reason: ', e.reason) 

            print(' ') 

        print(" ") 

        x += 1 

    y += 1 

    x = x_begin 

print(" ") 

図 7	 地理院タイル取得プログラムの実装例 

 

e-Stat (https://www.e-stat.go.jp)
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まず，小地域境界データの下準備を行う．小地

域境界データはそれぞれの町丁字の形をしたポリ

ゴンの集合であり，その属性値として町丁字別に

割り当てられた「KEY_CODE」や町丁字名などが

すでに含まれている．このうち，KEY_CODE は

重複がないとはいえないため，そのままではデー

タベース化する際のキーとして利用することがで

きない．KEY_CODE に重複が存在する理由とし

ては，例えば，同じ地区名で２つに分かれて飛び

地がある場合は(1234,○○町), (1234,○○町)という

ように同じ属性値を持ちながらも，別のポリゴン

に分けられているからである．このため，そのま

まポリゴン上のポイントの数を計算し，

KEY_CODE で集計をすると狂いが生じることが

ある．そこで，他のデータと重ね合わせて集計を

行う前に KEY_CODE が一意になるように同じ

KEY_CODE をもつポリゴンを融合（２つのポリ

ゴンを１つにする操作）する処理をしておく必要

がある． 
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図 8	 土地利用分類 
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図 9	 データベースの構造 
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図 10	 割合構成 
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